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はじめに 
 

「島原市行政評価委員会」は、市のまちづくりの施策等に対して、 

市民の視点に立った公平かつ客観的な評価を行い、効率的で効果的な 

行政活動を促し、市勢振興計画に掲げるまちづくりの目標の達成に  

つなげることを目的に、学識経験者等を委員として平成２１年度に  

設置され、島原市の事業等について評価及び提言を行っている。 

令和５年度は、「第７次島原市市勢振興計画」の４年目となり、   

その目指す将来像の実現に向け、限られた人員や予算の中で新たな  

発想で長期的な視野に立った制度や仕組みの再構築を行いながら、  

各種施策に取り組んでいるが、財政状況は今後更に厳しさを増して  

いくものと予想されることから、より一層効率的・効果的な行政運営が

求められる。 

こうした観点から、島原市の３事業について、事業評価調書を踏まえ

たうえで、所管部署との質疑応答や委員会での議論を通じて評価を行い、

その結果を取りまとめたので、ここに本委員会の意見として報告する。 

現在、我が国経済は、コロナ禍からの緩やかな持ち直しが続く一方で、

世界的なエネルギー・食料価格の高騰や世界的な景気後退懸念がある中、

様々な対策を行いながら、市民生活や地域経済の回復に力を注ぐ必要が

ある。 

そのうえで、質の高い住民サービスの提供や事業を実施していく 

ためには、地域の実情に応じた行政運営が必要であり、島原市の行政に

求められる役割について個別事業を検証することで再確認し、市勢振興

計画に掲げるまちづくりの目標達成に向けて、本報告書を踏まえた  

行政運営を行っていただきたい。 

さらに本委員会としては、施策のＰＤＣＡサイクルに基づく事業 

推進及び市民の負託に応えられる行政運営の実現に取り組まれること

を望むものであり、本報告書が「未来へつなぐ島原らしさ暮らし続け 

たい、訪れてみたい、魅力あふれるまち」の実現ために活用される   

ことを期待する。 

 

令和５年１２月 

 

島原市行政評価委員会 

委員長   山口 純哉
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 １．審議の対象とした事業 

 本委員会の審議対象とする３事業については、主要事業の中から、 

①今後の方向性に検討の余地がある事業②政策的要素を持つ事業 

③一定のテーマを構成する事業などの観点に基づき決定した。 

なお、今回は「安全安心で住みよいまちづくり」に関する事業及び 

「賑わいと活力を興すまちづくり」に関する事業をテーマとした。 

                        

 

 

（所管課） （抽出事業数） （事業名） 

商工振興課   １   サテライトオフィス等開設支援事業 

環境課     １   ４万人のごみ減量プロジェクト推進事業 

市民安全課   １   自主防災会組織強化事業 

 

 

                       計 ３事業 

 

 

２．審議に当たっての視点 

・市として事業を実施する必要性が真に認められるか。 

また、民間等との効果的な連携・役割分担ができているか。 

・現場ニーズに即した事業内容となっているか。 

・評価指標、目標値は適切に設定されているか。 

・事業の成果が客観的に検証されているか。 

・事業をさらに効率的かつ効果的に実施する余地がないか。 
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３．審議の結果等 

  （１）審議の経過 

 令和５年１１月２日に委員会を開催し、事業所管部署からの 

説明、委員からの質疑、意見交換及び各事業の評価を行い、   

外部評価報告書をとりまとめた。 

  

 

（２）審議の結果 

 個別の事務事業に対する本委員会の意見は別紙のとおりである。 

  なお、全体的な視点からの意見は次のとおりである。 

    

①事業の周知及び制度の見直しについて 

 事業の必要性については一定の理解が得られるものの、実績が 

少なく、制度の見直しが必要である。 

 『サテライトオフィス等開設支援事業』においては、新型コロナ 

ウイルスの感染拡大をきっかけとして、働く場所の多様化が進む 

なか、企業のサテライトオフィスの開設支援を行う事業だが、事業 

開始から実績が少ない状況である。 

 実績が少ない原因としては、新型コロナウイルス感染症の影響 

が収束に向かい、企業におけるテレワークへの取り組みが落ち 

着きつつあることが考えられることから、今後は、事業を縮小しつ 

つも制度の見直しやターゲットを絞っての周知活動を行い 

ながら取り組んでもらいたい。 
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②事業のあり方の検討について 

事業の必要性については理解が得られるものの、事業のあり方 

について検討が必要である。 

 『４万人のごみ減量プロジェクト推進事業』においては、１人 

１日当たりのごみ焼却量８５０ｇを目標として、可燃ごみの減量 

を目指す事業であるが、令和８年度からの新算定方式に向けて、 

市民に対する訴求の仕方の検討を行い、今後も強力に推進して 

いく必要がある。 

しかしながら、目標を達成できたから終了ではなく、現在は、 

ごみ量をゼロにしようというのが当たり前の風潮となってきて 

いるので、今後も改善を行いながら強力に取り組んでもらいたい。 

 『自主防災会組織強化事業』においては、大型化・激甚化する 

自然災害に対応するため、市内各地区の自主防災組織の再編・強化 

を推進し、「助けられる人から助ける人へ」を目標に地域の防災リ 

ーダーの育成と地域共助による自助の推進を図る事業であるが、 

現状としては、行政と町内会自治会の現状に対する認識に相違が 

見られる。 

しかしながら、市民も地域の防災は大変重要であるいうことは 

理解しており、今後は、行政も基盤となる地域コミュニティに 

おける課題の解決に向けて、町内会自治会と更なる協力体制を 

取りながら、事務改善、事業の推進に取り組んでもらいたい。 
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（
別
 
紙
）
 

担
 
 
当
 

部
/
課
 

評
価
対
象
事
業
名
 

令
和
５
年
度
 

予
算

（
千

円
）
 

事
業
概
要
 

 商
工
観
光
部
 

商
工
振
興
課

 

 サ
テ
ラ
イ
ト
 

オ
フ
ィ
ス
等
 

開
設
支
援
事
業
 

 

６
，
４
４
０
 

○
事
業
概
要
 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
の

感
染
拡

大
を

き
っ
か

け
に

、
多
く

の
企

業
で
リ

モ
ー

ト
ワ
ー

ク
の

導
入

や
B
C
P
（

事
業

継
続
計

画
）

の
観
点

か
ら
サ

テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ

ス
を
活

用
す
る
な

ど
、
働

く
場
所

の
 

多
様

化
が

進
む

な
か
、

企
業

が
取
り

組
む

ワ
ー
ク

ラ
イ

フ
バ
ラ

ン
ス

の
充
実

及
び

多
様
な

働
き

方
の

促
進
並
び
に
地
域
経
済
の
発
展
を
図
る
。
 

 ○
事
業
開
始
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
成
果
指
標
 

 
令
和
３
年
度
～
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
開
設
件
数
 

県
外
企
業
の
進
出
件
数
 

行
政
評
価
委
員
会
に
お
け
る
審
議
及
び
意
見
 

【
審
議
】
 

・
現
在
の
事
業
者
に
は
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、
新
し
い
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
誘
致
す
る
の
は
別
問
題
。
 

・
現
在
の
施
設
に
対
す
る
補
助
期
間
が
終
わ
っ
た
後
も
連
携
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
 

・
３
年
間
の
実
績
が
１
件
と
い
う
こ
と
で
見
直
し
が
必
要
。
 

 
・
利
用
率
の
状
況
が
問
題
で
あ
り
、
補
助
対
象
期
間
の
令
和
６
年
度
ま
で
は
縮
小
し
た
形
で
継
続
し
、
そ
の
後
は
廃
止
の
方
向
で
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
 

 
・
観
光
客
向
け
の
利
用
や
半
島
外
就
業
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
農
業
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
た
め
の
環
境
整
備
な
ど
の
使
い
方
も
あ
る
の
で
は
 

な
い
か
。
 

【
結
論
】
 

 
「
事
業
の
縮
小
」
 

事
業

を
縮

小
し

つ
つ

も
質

を
改

善
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

今
後

は
少

し
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

り
な

が
ら

、
ど

う
い

う
風

に
使

っ
て

欲
し

い
の

か
と

 
 

い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
周
知
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
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（
別
 
紙
）
 

担
 
 
当
 

部
/
課
 

評
価
対
象
事
業
名
 

令
和
５
年
度
 

予
算

（
千

円
）
 

事
業
概
要
 

 市
民
部
 

環
境
課
 

 ４
万
人
の
ご
み
減
量

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業
 

 

 

１
,
０
７
７
 

○
事
業
概
要
 

１
人

１
日

当
た

り
の

ご
み

焼
却

量
８

５
０

ｇ
を

目
標

と
し

て
、

引
き

続
き

４
万

人
の

ご
み

減
量

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
可
燃
ご

み
の
減
量
を
目
指
す
。
 

 

○
事
業
開
始
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
成
果
指
標
 

 
平
成
３
１
年
度
～
 
 
 
 
 
 

 
１
人
１
日
当
た
り
可
燃
物
ご
み
量
 

 

行
政
評
価
委
員
会
に
お
け
る
審
議
及
び
意
見
 

【
審
議
】
 

・
令
和
８
年
度
か
ら
ご
み
量
に
伴
う
負
担
額
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
市
民
へ
き
ち
ん
と
訴
え
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
訴
求
の
仕
方
を
検
討
し
て
欲
し
い
。
 

・
今
後
も
市
民
へ
の
広
報
、
事
業
所
等
に
も
十
分
周
知
を
行
っ
て
欲
し
い
。
 

・
事
業
の
推
進
に
は
市
民
の
協
力
が
大
事
で
あ
り
、
今
後
も
続
け
る
べ
き
事
業
で
あ
る
。
 

・
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
ご
み
量
に
よ
る
負
担
額
と
な
る
の
で
、
今
後
も
強
力
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

 

【
結
論
】
 

 
「
事
務
改
善
」
 

 
こ

の
事
業

は
８
５

０
ｇ
の

目
標

を
達

成
で
き

た
か
ら

終
了

で
は

な
く
、

現
在
は

、
ご

み
量

を
ゼ
ロ

に
し
よ

う
と

い
う

の
が
当

た
り
前

の
風

潮
と

な
っ
て

き
て

い
る
の
で
、
今
後
も
改
善
を
行
い
な
が
ら
強
く
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
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（
別
 
紙
）
 
 
 

担
 
 
当
 

部
/
課
 

 
評
価
対
象
事
業
名
 

令
和
５
年
度
 

予
算

（
千

円
）
 

事
業
概
要
 

 市
民
部
 

市
民
安
全
課

 

 自
主
防
災
会
組
織
 

強
化
事
業
 

 

２
，
８
９
２
 

○
事
業
概
要
 

 
大
型
化
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
（
自
助
・
共
助
）
の
充
実
・

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

、
市
内
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
再
編
・
強
化
を
推
進
し
、

「
助

け
ら

れ
る

人
か

ら
助

け
る

人
へ

」
を

目
標

に
地

域
の

防
災

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
と

地
域

共
助

に

よ
る
自
助
の
推
進
を
図
る
。
 

 ○
事
業
開
始
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
成
果
指
標
 

 
令
和
元
年
度
～
 
 
 
 
 
 
 

 
補
助
金
を
活
用
し
た
資
機
材
の
整
備
と
、
こ
れ
に
併
せ
て
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
実
施
さ
れ
る
防
災
訓
練
等
の
実
施
 

行
政
評
価
委
員
会
に
お
け
る
審
議
及
び
意
見
 

【
審
議
】
 

・
組
織
の
活
動
に
は
運
営
費
が
必
要
と
な
る
の
で
、
当
初
の
ス
タ
ー
ト
資
金
の
補
助
を
お
願
い
し
た
い
。
 

・
地
域
の
防
災
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と

は
み
ん
な
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
組
織
を
作
る
の
は

い
い
が
、
作
っ
た
上
で
の

動
機
付
け
を
お
願
い
し
た
 

い
。
 

・
防
災
意
識
の
共
有
化
や
高
揚
が
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
事
務
改
善
を
行
い
な
が
ら
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
欲
し
い
。
 

・
子
供
達
へ
の
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
か
な
い
と
減
災
に
は
繋
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

・
自
主
防
災
会
は
必
要
な
組
織
な
の
で
、
事
務
改
善
を
し
な
が
ら
継
続
し
て
欲
し
い
。
 

【
結
論
】
 

 
「
事
務
改
善
」
 

 
若

者
の
町

内
会
自

治
会
へ

の
加

入
問

題
が
あ

る
が
、

災
害

時
の

避
難
等

に
は
若

者
の

力
を

借
り
な

い
と
実

施
出

来
な

い
の
で

、
市
も

力
を

合
わ

せ
て
町

内
会

自
治

会
に
加

入
し
て

も
ら
え

る
よ

う
な

仕
組
み

づ
く
り

を
行

っ
て

い
た
だ

き
た
い

。
ま

た
、

若
者
に

対
し
て

は
防

災
や

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

な
ど

ピ
ン

ポ
イ
ン

ト
で

具
体
的
な
テ
ー
マ
を
与
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
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（R4.10.13現在）

委　員　名 所　属　等 任期（２年）

1
（副委員長）

大野　友道
九州北部税理士会島原支部 R4.6.29 ～R6.6.28 

2 菅崎　盛秋 島原市町内会・自治会連合会 会長 R4.6.29 ～R6.6.28 

3 髙原　昌秀 元 島原市総務部長 R4.6.29 ～R6.6.28 

4 築地　直樹 （一社）島原青年会議所 総務委員会委員 R4.6.29 ～R6.6.28 

5 松本　雄希 島原雲仙農業協同組合 島原支店長 R4.6.29 ～R6.6.28 

6 満井　敏隆 島原商工会議所 会頭 R4.6.29 ～R6.6.28 

7 本村　三郎 元 島原市監査委員 R4.6.29 ～R6.6.28 

8 森　みずき 元 島原市教育委員 R4.6.29 ～R6.6.28 

9
（委員長）

山口　純哉
長崎大学経済学部 准教授 R4.6.29 ～R6.6.28 

島原市行政評価委員会委員　9名（五十音順）
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